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近
年
「
医
療
Ｄ
Ｘ
」
と
い

う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が

増
え
て
い
る
。Ｄ
Ｘ（Digital 

Transformation

）
は
、デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、
業

務
や
組
織
を
変
革
す
る
こ
と

で
あ
る
。現
在
、Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ

技
術
が
多
く
開
発
さ
れ
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
医
療
現

場
に
実
装
さ
れ
た
事
例
は
ま

だ
少
な
い
。
当
院
は
２
０
１

８
年
か
ら
北
川
雄
光
先
生
を

責
任
者
と
し
て
内
閣
府
の
Ａ

Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
画
し
、
筆
者
が
副
病

院
長
と
し
て
院
内
医
療
Ｄ
Ｘ

の
推
進
を
担
当
し
て
き
た
。

　

Ｄ
Ｘ
推
進
で
重
視
し
た
の

は
、
組
織
体
制
の
構
築
と
対

象
課
題
の
選
定
で
あ
る
。
ま

ず
、
Ｄ
Ｘ
の
対
象
が
院
内
の

多
岐
に
渡
る
た
め
、
迅
速
な

意
思
決
定
が
可
能
な
少
人
数

の
中
枢
組
織
を
設
け
る
と
共

に
、
各
診
療
科
で
Ａ
Ｉ
担
当

者
を
決
め
て
頂
き
、
病
院
全

体
で
進
捗
を
共
有
で
き
る
、

裾
野
の
広
い
体
制
に
し
た
。

情
報
共
有
の
た
め
に
医
療
Ｄ

Ｘ
推
進
委
員
会
を
２
か
月
に

一
度
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
し
て
い
る

が
、
毎
回
１
０
０
名
近
く
が

参
加
し
て
い
る
。

　

次
に
課
題
の
選
定
で
は
、

研
究
開
発
者
が
興
味
の
対
象

と
考
え
が
ち
な
専
門
的
な
高

度
な
業
務
よ
り
も
、
ま
ず
共

通
基
盤
と
な
る
普
遍
的
な
院

内
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
優

先
し
た
。
例
え
ば
、
デ
ジ
タ

ル
問
診
、
説
明
用
動
画
、
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
、
コ
マ
ン
ド

セ
ン
タ
ー
、
ス
マ
ー
ト
ベ
ッ

ド
な
ど
、
数
多
く
の
取
り
組

み
が
あ
る
。
ま
た
、
将
来
の

労
働
力
不
足
に
備
え
て
、
自

動
車
い
す
や
、
物
品
搬
送
、

薬
剤
ピ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
ロ

ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
基
盤
的
な
こ

と
で
幅
広
く
Ｄ
Ｘ
を
実
装
し

て
い
る
施
設
は
世
界
的
に
も

あ
ま
り
無
い
よ
う
で
、
月
に

２
、
３
組
、
国
内
の
病
院
幹

部
、
政
府
省
庁
関
係
者
に
加

え
、
ア
ジ
ア
や
欧
米
か
ら
も

見
学
に
来
ら
れ
て
い
る
。
現

在
は
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ

る
文
章
作
成
な
ど
の
効
率
化

を
行
っ
て
い
る
が
、
今
年
は

Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
導
入

を
予
定
し
て
い
る
。

　

医
療
Ｄ
Ｘ
は
、
開
発
者
の

興
味
と
い
う
視
点
で
は
な

く
、
現
場
で
受
け
入
れ
や
す

い
も
の
は
何
か
、
そ
の
た
め

に
必
要
な
体
制
は
何
か
と
い

う
実
装
学
的
視
点
か
ら
捉
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
実
装
学
の
構
築
の
重
要

性
も
感
じ
て
い
る
。今
後
も
、

当
院
が
医
療
Ｄ
Ｘ
の
先
導
役

を
担
い
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
が
国
内
外
に
広
が
っ
て
い

く
こ
と
に
尽
力
し
た
い
。

（
副
病
院
長
／
放
射
線
科

（
診
断
）
教
授

 

陣
崎
雅
弘　

66
回
）

副
学
長
・
常
任
理
事
を
拝
命
し
て

北
川 
雄
光（
外
科
学
65
回
）

常
任
理
事
に
就
任
し
て山

内 

慶
太（
70
回
）

慶
應
義
塾
新
執
行
部
が
発
足

医
学
部
教
授
。
２
０
２
１
年
慶
應
義
塾
常
任
理

事
。

【
担
当
】
副
学
長
（
医
療
）、
大
学
病
院
、
病
院

経
営
改
革
、
リ
ス
ク
管
理
（
共
管
）、
信
濃
町
キ

ャ
ン
パ
ス
、
芝
共
立
キ
ャ
ン
パ
ス
、
湘
南
藤
沢
キ

ャ
ン
パ
ス
（
共
管
）

北
川 

雄
光（
き
た
が
わ 

ゆ
う
こ
う
）

法
学
部
教
授
。
２
０
２
１
年
慶
應
義
塾
常
任
理

事
。

【
担
当
】
副
学
長
（
教
育
・
研
究
）、
点
検
・
評

価
、
企
画
、
Ｉ
Ｒ
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス

岩
谷 

十
郎（
い
わ
た
に 

じ
ゅ
う
ろ
う
）

＊
２
０
２
５
年
９
月
16
日
就
任
予
定（
就
任
ま
で
は
奥
田
暁
代
常
任
理
事
が
代
行
）

商
学
部
教
授
。
２
０
２
５
年
慶
應
義
塾
常
任
理

事
。

【
担
当
】
広
報
、
社
会
・
地
域
連
携
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
、
協
生
環
境
推
進
、
財
務
（
共
管
）

横
田 

絵
理（
よ
こ
た 

え
り
）

政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
教
授
。
２
０
２
１
年
慶

應
義
塾
常
任
理
事
。

【
担
当
】
国
際
、
教
育
（
共
管
）、
研
究
（
共

管
）、
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

土
屋 

大
洋（
つ
ち
や 

も
と
ひ
ろ
）

名
誉
教
授
。
２
０
２
１
年
慶
應
義
塾
常
任
理
事
。

【
担
当
】
教
育
、
入
試
、
研
究
（
共
管
）

松
浦 

良
充（
ま
つ
う
ら 

よ
し
み
つ
）

理
工
学
部
教
授
。
２
０
２
５
年
慶
應
義
塾
常
任
理

事
。

【
担
当
】
研
究
、
起
業
家
教
育
・
支
援
、
教
育

（
共
管
）、
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス

斎
木 

敏
治（
さ
い
き 

と
し
は
る
）

法
学
部
教
授
。
２
０
２
１
年
慶
應
義
塾
常
任
理

事
。

【
担
当
】
学
生
、
体
育
会
、
教
育
（
共
管
）、
協

生
環
境
推
進
（
共
管
）、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス

奥
田 

暁
代（
お
く
だ 

あ
き
よ
）

看
護
医
療
学
部
・
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
教

授
。
２
０
２
１
年
慶
應
義
塾
常
任
理
事
。

【
担
当
】
一
貫
教
育
校
、
リ
ス
ク
管
理
（
共
管
）

山
内 

慶
太（
や
ま
う
ち 

け
い
た
）

法
学
部
教
授
。
２
０
２
５
年
慶
應
義
塾
常
任
理

事
。

【
担
当
】
総
務
、
法
務
、
個
人
情
報
保
護
、
リ
ス

ク
管
理
、
危
機
管
理

北
澤 

安
紀（
き
た
ざ
わ 

あ
き
）

＊
２
０
２
５
年
７
月
15
日
就
任
予
定（
就
任
ま
で
は
岡
田
英
史
常
任
理
事
が
代
行
）

経
済
学
部
教
授
。
２
０
２
５
年
慶
應
義
塾
常
任
理

事
。

【
担
当
】
塾
員
、
施
設
・
管
理
、
調
達
会
計
、
募

金
（
共
管
）、
リ
ス
ク
管
理
（
共
管
）、
危
機
管
理

（
共
管
）

駒
形 

哲
哉（
こ
ま
が
た 
て
つ
や
）

理
工
学
部
教
授
。
２
０
２
１
年
慶
應
義
塾
常
任
理

事
。

【
担
当
】
人
事
・
労
務
、
情
報
基
盤
（
Ｉ
Ｔ
）、

研
究
（
共
管
）、
学
生
（
共
管
）

岡
田 

英
史（
お
か
だ 

え
い
じ
）

ユ
ニ
ゾ
ン
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社
代
表
取
締

役
。
２
０
２
５
年
慶
應
義
塾
常
任
理
事
。

【
担
当
】
財
務
、
募
金
、
病
院
経
営
改
革
（
共

管
）、
情
報
基
盤
（
Ｉ
Ｔ
）（
共
管
）

川
﨑 

達
生（
か
わ
さ
き 

た
つ
お
）

１
９
６
５
年
生
ま
れ
。
１
９
８
９
年
理
工
学
部
卒

業
。
１
９
９
４
年
米
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ

ー
ク
レ
ー
校
博
士
課
程
修
了
。
Ｐ
ｈ
．Ｄ
．。
理
工

学
部
教
授
。
２
０
２
１
年
慶
應
義
塾
塾
長
。

伊
藤 

公
平（
い
と
う 

こ
う
へ
い
）

　

２
０
２
５
年
５
月
27
日
付
で
伊
藤
公
平
現
塾
長
の
再
任
が
正
式

に
決
定
し
、
執
行
部
業
務
の
多
様
化
、
高
度
化
に
伴
っ
て
常
任
理

事
は
こ
れ
ま
で
の
10
名
体
制
か
ら
12
名
（
現
学
部
長
、
現
研
究
科

委
員
長
で
後
日
就
任
予
定
の
2
名
を
含
む
）
に
増
員
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
大
学
の
業
務
全
体
の
統
括
や
調
整
を
補
佐
す
る

役
割
を
担
う
副
学
長
職
が
新
設
さ
れ
、
医
療
関
連
を
統
括
す
る
副

学
長
と
し
て
北
川
雄
光
常
任
理
事
、
教
育
・
研
究
を
統
括
す
る
副

学
長
と
し
て
岩
谷
十
郎
常
任
理
事
の
2
名
が
塾
長
に
よ
り
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
常
任
理
事
を
補
佐
し
、
そ
の
職
責
遂
行
を

助
け
る
た
め
副
理
事
を
設
置
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
今
後
学
内
外

の
有
識
者
、
専
門
家
も
含
め
て
適
宜
副
理
事
が
任
命
さ
れ
、
慶
應

義
塾
執
行
部
の
体
制
強
化
が
図
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
度
、
医
療
分
野
を
統

括
す
る
副
学
長
・
常
任
理
事

を
拝
命
致
し
ま
し
た
こ
と
、

身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
と
も
に
歩
ん

で
く
だ
さ
っ
た
教
職
員
の
皆

様
、
多
大
な
る
ご
支
援
を
下

さ
っ
た
三
四
会
員
の
皆
様
を

は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
慶

應
義
塾
社
中
の
皆
様
に
感
謝

の
意
を
表
し
た
く
存
じ
ま

す
。

　

私
自
身
が
担
当
す
る
医
療

の
分
野
は
今
、
最
も
緊
迫
し

た
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
塾
は
最
先
端
の
医
看
薬
学

の
発
展
に
貢
献
し
な
が
ら
、

慶
應
義
塾
大
学
病
院
に
お
い

て
高
度
で
安
全
な
医
療
を
提

供
し
つ
つ
、
未
来
型
予
防
医

療
や
臨
床
研
究
推
進
な
ど
独

自
の
分
野
を
展
開
し
て
経
営

面
に
お
い
て
も
堅
調
な
運
営

を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境

が
一
層
厳
し
く
な
る
中
で
今

後
の
動
向
は
決
し
て
楽
観
で

き
ま
せ
ん
。
慶
應
義
塾
全
体

の
事
業
規
模
の
約
半
分
を
占

め
る
医
療
財
政
の
安
定
的
成

長
は
、
慶
應
義
塾
の
恒
常
的

な
発
展
に
お
い
て
も
不
可
欠

で
す
。

　

医
学
部
に
お
い
て
は
、
理

工
学
部
、
薬
学
部
と
連
携
し

て
獲
得
し
た
世
界
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
研
究
拠
点
Ｂ
ｉ
ｏ
２
Ｑ

や
全
塾
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
地
域
中
核
・
特
色
の

あ
る
研
究
大
学
強
化
促
進
事

業
Ｊ
︲
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ
Ｓ
を
は
じ

め
と
す
る
大
型
研
究
活
動
を

推
進
し
な
が
ら
、
医
療
系
三

学
部
合
同
教
育
を
含
む
全
人

的
教
育
体
制
の
充
実
が
図
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け

厳
し
い
医
療
環
境
の
中
で
、

学
術
的
実
績
を
挙
げ
な
が
ら

医
学
部
・
病
院
と
も
に
過
去

４
年
間
連
続
黒
字
決
算
を
達

成
で
き
ま
し
た
の
は
、
天
谷

雅
行
前
常
任
理
事
、
金
井
隆

典
医
学
部
長
、
松
本
守
雄
病

院
長
を
は
じ
め
、
医
学
部
・

病
院
執
行
部
、
信
濃
町
教
職

員
す
べ
て
の
皆
様
の
ご
尽
力

の
賜
物
で
あ
り
、
何
よ
り
教

　

私
が
引
き
続
き
担
当
す
る

一
貫
教
育
校
は
九
校
あ
り
ま

す
。
そ
の
特
色
は
「
同
一
の

中
の
多
様
」
と
い
う
言
葉
で

説
明
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
各

校
は
そ
の
来
歴
と
教
職
員
諸

氏
の
創
意
工
夫
の
蓄
積
に
よ

っ
て
、
個
性
あ
る
教
育
を
展

開
し
て
来
ま
し
た
。
一
貫
教

育
の
課
程
で
学
ぶ
塾
生
一
人

一
人
は
、
そ
の
個
性
あ
る
各

校
で
、
自
ら
の
個
性
を
育
み

ま
す
。
そ
し
て
、
大
学
に
至

る
ま
で
次
の
段
階
に
進
む
度

に
、
新
た
な
仲
間
と
混
じ
り

合
い
、
い
わ
ば
化
学
反
応
を

起
こ
す
中
で
、
そ
の
多
様
な

個
性
か
よ
り
豊
か
な
も
の
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の

「
多
様
」
は
大
切
に
し
続
け

た
い
も
の
で
す
。

　

同
時
に
、
周
囲
の
環
境
が

変
わ
り
新
た
な
課
題
へ
の
対

応
も
求
め
ら
れ
る
中
で
は
、

育
・
研
究
・
診
療
現
場
の
第

一
線
で
働
く
若
手
医
療
者
、

教
職
員
、
研
究
者
の
皆
様
の

功
績
で
す
。
２
０
２
４
年
度

に
は
医
療
収
入
の
う
ち
年
間

約
５
億
円
相
当
分
を
若
手
医

師
と
メ
デ
ィ
カ
ル
職
員
の
処

遇
改
善
に
充
当
し
ま
し
た

が
、
今
後
も
こ
う
し
た
若
手

・
中
堅
教
職
員
の
処
遇
改
善

と
同
時
に
医
療
Ｄ
Ｘ
を
駆
使

し
た
労
働
環
境
の
整
備
に
注

力
し
て
参
り
ま
す
。
急
速
な

人
口
減
少
の
中
で
、
中
長
期

的
に
は
医
療
需
要
が
減
少
し

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

中
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
規
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
な
が

ら
「
慶
應
の
医
療
圏
」
を
世

界
へ
と
広
げ
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

近
年
、
研
究
力
低
下
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
本
邦
に
お

い
て
、
研
究
者
や
若
手
医
療

者
が
学
術
研
究
、
診
療
能
力

の
向
上
、
慶
應
義
塾
な
ら
で

は
の
異
分
野
と
の
交
流
な
ど

に
安
心
し
て
没
頭
で
き
る
環

境
、
多
彩
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

を
構
築
し
、
大
学
お
よ
び
そ

の
関
連
施
設
に
優
秀
な
人
材

が
自
ら
望
ん
で
集
結
す
る
体

制
を
築
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
新
し
い
時
代
に
求
め

ら
れ
る
真
の
幸
福
の
あ
り

方
、
身
体
的
な
健
康
だ
け
で

な
く
精
神
的
、
社
会
的
な
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
何
か

を
見
極
め
、
Ａ
Ｉ
技
術
が
浸

透
し
た
新
し
い
社
会
を
先
導

す
る
た
め
に
医
療
・
理
工
系

に
留
ま
ら
ず
慶
應
義
塾
が
誇

る
人
文
科
学
・
社
会
科
学
系

の
叡
智
を
結
集
し
、
持
続
可

能
な
「
慶
應
医
療
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
皆
様
と
と

も
に
描
い
て
参
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
指
導
ご
支

援
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

改
め
て
「
同
一
」
の
意
義
を

再
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
日
に
至
る
一
貫
教
育

の
課
程
が
確
立
し
た
時
に
、

福
澤
先
生
は
そ
の
意
義
を
語

り
ま
し
た
。
そ
こ
に
「
同

一
」
の
鍵
が
あ
り
ま
す
。

　

一
期
目
の
最
初
は
コ
ロ
ナ

禍
へ
の
対
応
で
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
発
達
段
階
で
育
む
べ

き
資
質
を
涵
養
す
る
た
め

に
、
授
業
だ
け
で
な
く
部
活

動
や
宿
泊
行
事
等
、
如
何
に

学
校
に
日
常
を
取
り
戻
す
か

が
最
初
の
課
題
で
し
た
。
そ

の
中
で
、
校
医
諸
氏
、
保
健

管
理
セ
ン
タ
ー
、
医
学
部
、

病
院
、
そ
し
て
三
四
会
の
御

協
力
の
有
難
さ
を
実
感
す
る

機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Keio　

Outstanding 
English Communication 
Award

（
Ｋ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）

は
、
三
四
会
で
あ
る
菅
沼
安

嬉
子
先
生
（
内
47
回
）
の
ご

寄
付
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
本
賞
は
、
最
前
線
で
患

者
対
応
に
あ
た
る
メ
デ
ィ
カ

ル
ス
タ
ッ
フ
の
英
語
力
向
上

を
促
進
し
、
海
外
か
ら
の
患

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高

め
る
と
と
も
に
、
ス
タ
ッ
フ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
資
格
は
、
患
者
対
応

を
業
務
と
す
る
専
任
の
メ
デ

ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
職
で
す
。

対
象
と
な
る
英
語
資
格
お
よ

び
基
準
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
７

４
０
点
以
上
、
実
用
英
語
技

能
検
定
（
英
検
）
準
１
級
以

上
、
日
本
医
学
英
語
検
定
試

験
応
用
級
（
３
級
）
以
上
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
２
月
20
日

（
木
）
に
第
1
回
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、
看
護
師
13
名
の

受
賞
者
に
対
し
て
、
賞
状
お

よ
び
特
別
バ
ッ
ジ
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
胸
元
に
つ
け
る

こ
の
特
別
バ
ッ
ジ
の
デ
ザ
イ

ン
は
、
病
院
職
員
お
よ
び
看

護
医
療
学
部
の
学
生
か
ら
公

募
さ
れ
、
51
作
品
が
エ
ン
ト

リ
ー
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
、
菅
沼
先
生
を
は
じ

め
、
北
川
理
事
、
病
院
長
ら

に
よ
る
選
考
を
経
て
、
デ
ザ

イ
ン
賞
は
看
護
師
の
伏
見
幸

弘
さ
ん
の
作
品
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
菅
沼
安
嬉

子
先
生
よ
り
、
こ
の
賞
に
込

め
た
想
い
や
期
待
が
受
賞
者

一
人
ひ
と
り
に
直
接
伝
え
ら

れ
、
受
賞
者
た
ち
は
、
自
ら

の
今
後
の
役
割
に
希
望
を
感

じ
る
、
明
る
い
表
情
を
浮
か

べ
て
い
ま
し
た
。

（
看
護
部
長　

加
藤
恵
里
子
）

第94回北里記念式開催第94回北里記念式開催
【受賞者講演】

北
里
賞
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
内
科
学

（
消
化
器
）准
教
授

三
上 

洋
平（
85
回
）

「�

マ
ル
チ
オ
ミ
ッ
ク
ス
解
析
を
用
い
た
臓
器
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
腸
管
恒
常
性
維
持
機
構
の
解
明
」

北
島
賞

片
岡 

雅
晴（
81
回
）

産
業
医
科
大
学
医
学
部

第
2
内
科
学
教
授

「�

難
病
循
環
器
疾
患
に
お
け
る
低
侵
襲
治
療
開
発
と

 

個
別
化
医
療
の
構
築
」

北
島
賞

安
田 

浩
之（
80
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
内
科
学

（
呼
吸
器
）准
教
授

「�

肺
癌
領
域
に
お
け
る
基
礎
・
臨
床
融
合
研
究

 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
と
肺
癌
生
物
学
の
分
子
理
解
」

第
1
回 K

eio Outstanding
English Com

m
unication

A
w

ard

（
Ｋ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）表
彰
式

　

6
月
12
日
に
、
信
濃
町
キ

ャ
ン
パ
ス
北
里
講
堂
に
お
い

て
第
94
回
北
里
記
念
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
医
学
部
な
ら

び
に
三
四
会
（
医
学
部
同
窓

会
）
で
は
、
初
代
医
学
部
長

・
病
院
長
で
あ
る
北
里
柴
三

郎
博
士
の
6
月
13
日
の
ご
命

日
に
際
し
、
そ
の
偉
業
を
長

く
記
念
す
べ
く
、
北
里
記
念

式
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

北
里
柴
三
郎
博
士
は
明
治

25
年
に
福
澤
先
生
の
援
助
に

よ
り
芝
公
園
に
伝
染
病
研
究

所
を
創
設
し
ま
し
た
。
福
澤

先
生
の
志
に
報
い
る
た
め
、

初
代
医
学
部
長
と
し
て
就
任

し
、
現
在
の
医
学
部
お
よ
び

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
北
里
賞
、
北
島

賞
の
受
賞
者
は
上
記
の
と
お

り
で
す
。
授
賞
式
後
に
は
、

受
賞
者
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
先

進
的
な
医
学
研
究
成
果
の
発

表
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

大
学
病
院
の
礎
を
築
き
ま
し

た
。

　

記
念
式
で
は
、
伊
藤
公
平

塾
長
（
欠
席
の
た
め
北
川
雄

光
常
任
理
事
が
代
読
）、
金

井
隆
典
医
学
部
長
、
武
田
純

三
三
四
会
長
、
北
里
家
代
表

の
北
里
英
郎
氏
の
挨
拶
に
続

き
、
三
四
会
賞
（
北
里
賞
・

北
島
賞
）
の
授
賞
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
法

人
北
里
研
究
所
か
ら
、
浅
利

靖
理
事
長
は
じ
め
多
く
の
来

賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し

た
。

　

三
四
会
に
よ
る
北
里
賞

は
、
北
里
柴
三
郎
博
士
の
偉

業
を
記
念
し
て
、
昭
和
26
年

に
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
33

年
か
ら
は
第
二
代
医
学
部
長

北
島
多
一
博
士
を
記
念
し
た

北
島
賞
も
加
わ
り
ま
し
た
。 

北
里
賞
（
基
礎
研
究
、
お
よ

び
臨
床
へ
の
発
展
研
究
に
お

け
る
優
れ
た
業
績
に
対
し
て

授
与
さ
れ
る
）、
北
島
賞

（
臨
床
医
学
、
お
よ
び
臨
床

研
究
に
お
け
る
優
れ
た
業
績

に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
）

は
、
医
学
部
に
お
け
る
権
威

あ
る
学
術
賞
で
あ
り
、
国
際

的
に
も
評
価
さ
れ
る
業
績
が

受
賞
者
と
の
記
念
撮
影

撮
影
：
竹
松
明
季

北
川
雄
光
常
任
理
事
に
よ
る
塾
長
ご
挨
拶
の
代
読

北
里
家 

北
里
英
郎
様
に
よ
る
ご
挨
拶

常
任
理
事
と
担
当
業
務

塾　

長 ※�

塾
長
、
常
任
理
事
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
詳
細
は
慶
應
義
塾
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
を
ご
確
認
下
さ
い
。


